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泉地区は，美しい田園景観の広がる地区で，水田のほ場整備が
完了するとともに２つの農事組合法人（以下，「農業法人」とい
う）が設立され，農地の保全及び特徴のある農業が展開されて
おり，地区の中央を南北に連絡する改良済みの市道が走って
いるほか，泉コミュニティホーム一帯に消防屯所や駐車場が整
備され，地区中心地として機能していますが，若年層を中心に
人口が流出するなどにより，高齢化・少子化が進行し，地区の
活力が低下しており，町内会・自治会及び各種団体が結束し
て，地区の維持・活性化に取り組むことが求められています。
こうした状況において，自分たちの地区のことは自分たち自ら
で考え，一人ひとりがそれぞれの立場で協力して地区の活性
化に取り組むことが一段と重要になっています。
こうした思いを全住民で共有するため，「いずみ」を連想させ
るとともに，１（いち）・２（に）・３（さん）とみんなで一緒に“一歩
一歩”歩み続け，未来に向かって泉自治区が大きく発展するこ
と願い，令和元（2019）年から12月３日を「泉の日」と制定して
います。
また，今後の地区づくりは，国内外の新たな社会潮流である「持
続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を取り入れ，将来世代が希望を持
ち続けることができる持続可能な社会の実現に取り組む必要
があります。
このため，泉自治区では，平成27(2015)年３月に策定した「泉
地区活性化計画」とその後の取組を踏まえて，新たに「泉地域
ビジョン」の策定に取り組みました。

「泉地域ビジョン」は，泉自治区が各種団体などと取り
組むことを総合的に示したもので，地区において，ま
ちづくりの方向性を共有するとともに，共通の指針と
するものです。
また，計画内容を広く発信して，地区出身者，都市住
民，大学生など，多様な方の幅広い応援を働きかける
ために活用します。

泉自治区では，各種団体の代表者などとともに，「泉地
域ビジョン策定会議」を開催し，策定に取り組みまし
た。
また，策定にあたっては，住民の皆さんの幅広い意見
を聞くために，全住民を対象とした意見交換会（ワー
クショップ）を開催しました。
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泉 地 区 の 資 源

美しい自然，山並み，田園景観，芦田川源流，泉川，ヒョウモンモドキ，
泉夏祭り，祇園祭，秋祭り，八幡神社，郷土料理，おいしい米（コシ
ヒカリ，特別栽培米あきさかり等），おいしい水，おいしい野菜，
赤しそ
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泉地区の位置

泉 地 区



発行 泉自治区(広島県三原市久井町泉)
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将 来 像 誰もが郷土を愛し，いきいきと支え合いながら暮らす「泉」

基 本 計 画

計 画 の
推 進 体 制

計 画 の 周 知 ， 取 組 へ の 参 加 の 働 き か け

計 画 推 進 体 制 の 確 立

情 報 の 受 発 信 体 制 の 確 立

美 し い 景 観 づ く り と
交 流 の 推 進4

美 し い 景 観 づ く り1

地 区 資 源 を 活 か し た 体 験 交 流 の 推 進2

お も て な し 体 制 の 整 備3

若 者 定 住 ・ Ｕ Ｉ タ ー ン の 促 進1

子 ど も 育 成 ・ 子 育 て 支 援2

若 者 ・ 子 ど も が 快 適 に
暮 ら せ る 地 区 づ く り2
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ま ち づ く り の 体 系 将来像の実現に向け, 目標を持って取り組みます

高 齢 者 等 が 安 全 安 心 に
暮 ら せ る 地 区 づ く り1

高 齢 者 等 の 見 守 り ・ 相 談 支 援1

高 齢 者 等 の 日 常 生 活 の 支 援2

高齢者等が元気に活動する場づくり3

ＩＣＴ活用の促進4

地 区 資 源 を 活 か し た
産 業 起 こ し3 農 業 法 人 を 核 と し た 農 業 の 振 興1

林 地 の 保 全 ・ 活 用2

強 い 絆 づ く り と
地 区 活 動 の 推 進5

住 民 交 流 の 推 進 と 拠 点 づ く り1

歴 史 文 化 の 継 承2

行 事 ・ 祭 り の 維 持 ・ 充 実3

安 全 な 生 活 環 境 づ く り4


